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東の 山道とよばれる占道が通っていたという 川西の一帝、車問し、道にも歴史の里の趣がある 。

小泉の大日堂とよばれる向仙寺への道もそんな細道。今新しく広い道路があけられているが、表参道 と

よばれる占道がやはリ好まし ¥"0

ミ手口怖は昔ながらの木造の情。土此の間の小道は、ひとところ石畳になる。だいぶコンクリートて付ifI惨

されているが、まだところどころに王石カ、顔を出していて、いかにも古寺を訪ねるにふさわしし、。竹やぶ

の聞か ら比える畑の中には、もうす っかリ珍しくなった 'Ii井戸が残っていたりもする。
ゆるい登リ坂の石畳ヵ、きれて、 {i垣にそってまカ、ると、高仙寺の入口のイi段カ、みえてくる 。
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市民と市長の日

「市民と市長の日」を都合によ リ、

7月14日出午前 9時から正午まで、市
役所3階市長室て行います お気粍に
おてかけください
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みんなで楽しく泳ごう

館鑓駒公園フ:""，L完成
二
十
三
日
凶
は
無
料

二
十
四
日
間
か
ら
有
料

大
人
二
百
円
中
学
生
以
下
百
円

市
民
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合
施
設
と
し
て
、

-八

十
六
年
完
成
を
目
指
し
て
い
る
「
上
田

市
内
然
運
動
公
園
」
の
プ
ー
ル
ゾ
|
ン

に
、
五
十
メ

ー
ト
ル
競
泳
プ

l
ル
が
完

成
、
昨
年
、
大
勢
の
み
な
さ
ん
に
利
用

さ
れ
た
流
ぶ
プ
ー
ル

と
と
も
に
、
六
月

開
園
す
る
六
月
二
十
二
日
川
は
、
午

前
に
五
十
メ
ー
ト
ル
競
泳
プ

l
ル
の
完

成
式
を
行
い
、
午
後

一
時
か
ら
開
園

し
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
見
学
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
同
日
は

無
料
で
す
の
で
、
大
勢
お
で
か
け
く
だ

え
」
、。，キ

l
引
回
目
目
川
町

o
f
h，
ゅ
妙

、

古
n
Hun
ト
L
h
e
nリ

ア
メ
シ
ロ
多
発
か

ま
す
の
で
、
流
中
小
プ
ー
ル
管
理
棟
北
側

の
入
場
券
発
売
所
で
大
人
-
一百
円
、
中

学
生
以
下
百
円
の
入
場
券
を
お
貰
い
求

め
の
う
え
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。
流
中
小

プ
ー
ル
、
五
十
メ
ー
ト
ル
プ

l
ル
と
も

景

利

用
で
き
ま
す
。

ル一

五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
管
理
棟
で
の

。
一
入
場
券
発
売
は
、
日
曜
日
な
ど
混
雑
す

の

る
日
の
み
行
い
ま
す
。

姐
開
園
は

翻

午

前

九

時

三
十
分
と

一
一
午
後
一
時
の
交
替
制

‘咽
土

午

前
の
部
(
午
前
九
時
二一
十
分
か
ら
同

‘

成

十

二
時
三
十
分
ま
で
)

完

午
後
の
部
(
午
後

一
時
か
ら
同
四
時
ま

で
)
の
交
持
制
で
す
。

駐
車
場
制
台
が
限
度

電
車
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い

自
動
車
で
来
因
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
た

め
に
管
理
棟
前
、
プ
ー
ル
ゾ
ー
ン
東
側

に
合
計
四
百
五
十
台
の
駐
車
場
を
鐙
備

し
ま
し
た
が
、
土

-
H
眼
目
、
祝
臼
、

夏
休
み
な
ど
は
、
か
な
り
の
混
雑
が
，
T

相
心
さ
れ
ま
す
の
で
、

上
回
交
通
別
所
線

の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

同
電
車
で
上
田
駅
か
ら
大
学
前
駅
ま

で
約
十
五
分
、
同
駅
下
車
、
上
田
女
チ

短
期
大
学
、
長
野
大
学
の
前
を
通

っ
て

プ
ー
ル
ま
で
約
十
分
、
準
備
体
操
を
兼

ね
て
歩
く
に
は
ほ
と
よ
い

距
離
で
す
。

問問
帥牡
車
ず
閥
均
骨
、
ゆ
ゆ

、

宙

?
の
潤
此
協
畦

L
L特
凶
，

t

よ・
7

。

だ
っ巣

たを
た見
め落
「し
アた
メり
く シ 、

なロ t売
る」殺
カf カf

散不
つ 完
て全

v
J
F
I
し
、
S
か
ず
吋
』

た
め
「
車
整
理
料
金

一
回
百
円
」
を
い

た
だ
き
ま
す
。
自
然
運
動
公
園
周
囲
の

道
路
へ
の
駐
車
は
、
車
の
渋
滞
の
原
悶

に
な
り
ま
す
の
で
駐
車
し
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
ッ
カ
ー
に
「
カ
ギ
」
は

あ
り
ま
せ
ん

貴
重
品
は
自
分
で
管
理

更
衣
室

(
m
u管
理
棟
含
む
)
に
は

男
次
そ
れ
ぞ
れ
八
百
七
十
個
の
ロ
ッ
カ

ー
が
あ
り
ま
す
が
、
カ
ギ
は
つ
い
て
い

ま
せ
ん
。

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
は
、
男

k

そ
れ
ぞ
れ
百
九
十
二
個
あ
り
ま
す
が
、

入
場
者
が
多
い
場
合
、
貴
重
口
聞
の
保
管

は
無
理
と
思
わ
れ
ま
す
。
貴
重
品
は

一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持

っ
て
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。
管
理
事
務
所
で
は
預
か

り
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
を
守
り

楽
し
く
泳
ご
う

み
ん
な
が
楽
し
く
ぶ
泳
を
楽
し
め
る

よ
う
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

マ
家
族
づ
れ
で
米
場
さ
れ
た
時
は
、

A

家
族
a

ロ
y

カ
ー
で
利
用
し
ま
し
ょ

スノ
。

マ
酒
気
を
お
び
て
い
る
人
は
入
場
で
き

ま
せ
ん
。

マ
小
学
生
以
下
の
皆
さ
ん
は
、
大
人
と

一
緒
で
な
い
と
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

マ
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
-

d

人
以
上
が

-
惨
柏
%
、
ふ
わ

Aω

;
c
、

l
i
s
t
、

i
へ
畑
喝
た
嶋
崎

過
信
で
き
な
い薬
剤
散
布

を
お
求
め
の
と
き
身
分
証
明
汗
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
わ
る
ふ
ざ
け
し
た
り
、
ブ
ー
ル
に
飛

び
込
む
な
ど
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
「
ク
ツ
」
「
サ
ン

ダ
ル
」
な
ど
は
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
切
っ
。

マ
恥
小
中
メ
ガ
ネ
な
ど
潜
中
小
用
只
は
使
え

ま
せ
ん
。

マ
タ
オ
ル
、
て
ぬ
ぐ
い
な
ど
木
泳
に
直

接
関
係
の
な
い
も
の
を
フ
|
ル
に
入

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

マ
タ
バ
コ
の
吹
い
が
ら
、
ゴ

、、
¥
紙
く

ず
な
ど
は
決
め
ら
れ
た
所

へ
す
で
ま

}
」

レ
A
F
Aノ
O

マ
立
入
禁
止
の
場
所
へ
は
絶
対
に
人
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
場
内
で
は
係
日
の
指
示
に
し
た
が

っ

て
く
だ
さ
い
。

わ
す
れ
物
の
な
い
よ
う

持
物
に
注
意
し
よ
う

昨
年
、
大
変
多
く
の
H

わ
す
れ
物
H

が
け
ん
ら
れ
ま
し
た
。
帰
る
と
き
は
、
山

分
の
持
物
を
必
ず
確
認
し
、
わ
寸
れ
物

を
し
な
い
よ
う
注
怠
し
て
く
だ
さ
い
。

…

配
営
プ
ー
ル
(
上
回
公
園
内
)

一

一
6
月
お
日
出

一

一
午
前
8
時
初
分
一
一
般
開
放
一
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とみ
とな
もさ
にん

六利
月用

無
料
で
す
の
で
、
大
勢
お
で
か
け
く
だ

さ
い
。

丹
、

uハヨ
司
/第一

い
よ
い
よ
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
第

一

-
化
問
の
経
生
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年

一

は
、
峻
冬
だ
っ
た
た
め
例
年
よ
り
多
発

別
刷
型
で
、
発
生
時
期
も
け
十
ま
り
そ
う
で
す
。

川
物

ロ
川
町地

樹
木
の
観
察
を
早
目
に

一

六
川
中
旬
に
は
「
ア
メ

シ
ロ
」
の
発

一

生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
向
治
会
や

だ
恨
業
所
ご
と
に
「
ア
メ
シ
ロ
観
察
組
織
」

ア
メ
シ
ロ
多
発
か

み
ん
な
で
徹
底
防
除
し
よ
う

えつー (3)一一-11併日54年6月16円 広報

出荷額前年比

40億円2.3%の伸び

を
つ
く
り
、
定
期
的
に
樹
木
を
見
川
り

各
撲
滅
班

(自
治
会
)
ご
と
に
「
撲
滅

デ
l
」
を
決
め
徹
底
防
除
を
関
り
ま
し

ょ・
7
。

撲
滅
デ
ー
に
は

巣
を
見
落
さ
ず
徹
底
的
に

撲
滅
デ
ー
に
は
、
て
い
ね
い
に
巣
の

発
見
に
努
め
、
完
全
防
除
を
行
い
ま
し

(53年工業統計調査結果〉

五
十
二
一年
工
業
統
計
調
査

(
臼
年
ロ

月
白
日
現
在
)
の
結
果
は
、
前
年
の
同

調
査

(臼
年
ロ
月
白
日
現
在
)
結
果
と

比
べ
る
と
、
ぃ
巾
の
製
造
業
の
事
業
所
は

十
事
業
所
、
7
0
%
増
加
し
て

-
千
-
一

事
業
所
。
従
業
省
数
は
、

間
十
ヒ
人
、
0

.二
一%
増
加
し
て
-
万
七
千
二
百
問
十

六
人
で
し
た
。

現
金
給
与
額
は
、

-一
十
二
一億
七
千
七

百

一
万
円
、
七

・
六
%
の
増
で
、

二一
百

aa
一卜
川
億
九
千
丘
百
六
十
九
万
円
で
し

た
。製

造
日
間
出
荷
傾
は
、
間
卜
低
-
九
千
fH

μ
十
八
万
円
、
a
f
a
-
-
%
増
で
、
-
千

じ
百
八
ト
九
億
七
千
七
-
白
川
卜

.
万
円

で
し
た
。

(
こ
の
集
計
結
果
は
、
長
肝

県
が
行

っ
た
も
の
で
す
。
)

プ
ー
ル
ま
で
約
十
分
、
準
備
体
操
を
兼

ね
て
歩
く
に
は
ほ
ど
よ
い
距
離
で
す
。

よ

'7
。
巣
を
見
落
し
た
り
、
焼
殺
が
不
完
全

だ

っ
た
た
め
「
ア
メ
シ
ロ
」
が
散

っ
て

し
ま
い
手
に
負
え
な
く
な
る
場
合
が
意

外
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
て
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
樹
木
は
自
分
の
手
で

「
ア
メ

シ
ロ
」
防
除
の
原
則
は
、
自

分
の
樹
木
は
自
分
の
責
任
で
防
除
す
る

こ
と
で
す
。
他
人
か
ら
注
意
さ
れ
る
前

に
絶
え
ず
兇
凶
り
、
早
期
防
除
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

53年工業統計調査結果

現金給与額
原材料 製造 rlll

事業所数 従業者数
f吏}羽傾 日1， {i:f 額

llfl利52年 人 人 万円 }jflj 7.iPJ 

工業調査 992 17，199 3，111，868 10，132，558 17，492，583 

HE平日53年
1， 002 17，246 3，349，569 10，574，224 17，897，741 

工業調査

I目 11[1 ~!l: 
10 47 237，701 441，666 405，158 

(53-52) 

I自 11[1斗f
I 101. 0% 100.3% 107.6% 104.4% 102.3% 

53/52 

一
緒
で
な
い
と
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

マ
中
学
生
の
皆
さ
ん
は、

二
人
以
上
が

過
信
で
き
な
い薬
剤
散
布

薬
剤
を
散
布
し
た
か
ら
も
う
だ
い
じ

よ
う
ぶ
と
考
え
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

薬
剤
は
「
ア
メ
シ
ロ
」
の
体
に
直
接

か
か
ら
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

薬
剤
散
布
を
過
信
し
、
見
凶
り
を
お

こ
た
る
と
、
た
ち
ま
ち
「
ア
メ
シ
ロ
」

に
逆
襲
さ
れ
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
状

態
に
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
見
同

る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

堀
謙
三
さ
ん
か
ら

社
会
福
祉
事
業
に
と

百
万
円
ご
寄
付

堀

謙

ご

一さ
ん

(中
央
六
)
か
ら

社
会
福
祉
の
充
実
を
は
か

つ
て
く
だ

さ
い
と
百
万
円
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
-
一
志
す
。

働
宮
野
鉄
工
所
様
か
ら

テ
ン
ト
十
一
張

ご

寄

付

株
式
会
社
富
野
鉄
工
所
械
(秋
和
)
引

か
ら
、
市
の
行
事
な
ど
に
使

っ
て
く
円

だ
さ
い
と
テ
ン
ト
ト
-
張

(百
万
円
世

相
当
)
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
は
「
危
な
い
」

と
忠
わ
れ
る
場
所
や
物
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。

ど
ん
な
小
さ
な
危
険
個
所
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
至
急
次
の
と
こ
ろ

へ
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
日
H

生
活
交
通
謀

(
宮
⑫
問
」

0
0
内
線
二
七
六
・

ニ
ヒ
ヒ
省
線

②
O
ヒ
四
五
)

「危ないグ」

と気づいたら

生活交通課へ
連絡ください

一
…
口
上
回
わ
っ
し
ょ
い
一

一(む一…第

7
月
お
日
出

今
年
の

HK
出
わ

っ
し
ょ
い
Hは、

・
…
じ
は
-一
卜
八

H
叩
に
行
い
ま
す
。

一
実
施
方
法
は
、
昨
年
と
お
お
よ
そ

同
じ
で
す
の
で
、
自
治
会
、
職
場
、
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主

な

民生費

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
上
半
期

と
下
半
期
の

二
回
、
定
期
的
に
内
容
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

五
十
三
年
度
の
下
半
期
(
五
十
三
年

十
月

一
日
か
ら
五
十
四
年
三
月
三
十
一

日
)
の
財
政
状
況
を
会
計
別
に
グ
ラ
フ

や
表
に
あ
ら
わ
し
て
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ご
ら
ん
に
な
っ

て
、
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ

注
H
H
表
・
グ
ラ
フ
の
金
額
の
単
位

は
万
円
。
万
円
未
満
は
切
り

す
で
。

事

業

東部保育園(写真)の新築、北・ 川

辺・国分保育園の増改築など保育環

境の充実のほか、老人のための明る

いまち推進事業、同和対策事業、市

湿田母子健康センター増改築など、

市民福祉の向上に力が注がれました。

一般会計下半期収支状況
(昭和54年3月31日現在)

特別会計下半期収支状況
(昭和54年3月31日現在)

10犠
_L_ 
ur寸廓万
51f.Al.518JiドI(100.1%) 

l!21&!i?.>:l4万円
221.血5.5341iド1 (l OO . O~ 

震前蒲芳宵一一一
旦盟L笠包主1.ーJ(73.5
13健16.660-:>WI
3 U!9.810)jrfJ (21.1%) 

IO(.!:5，364 JiPJ 
1 (，$1.980)51'1 (11.4%) 

9 f.f!6.679 Jif'l 
4崎6.648Jj川 (48.3出}

5 t.@; 42JiPI 
3崎 706/;川崎1.4時)

2噛 9，I75Jil'J
2瞳 9，175万円(l∞ 0%)

2惜 1，463)5円
1 (&9.532万円 (91.0%)

1 f.@:9.025}-jPI 
1 f.!9，187万円(100.9%)

2噛9.365万円
2憧9目353刷 IJ(99.95%) 

5憧 10億
ーーーーーーーーーーーーームーーーーー
蕊夜Tて蕊Z
32'44.511)j円 (92.2%

担瑚I!$，X~万問
16曙 6，283万円(74.5弘)

19惜 9.'ll!Ji万問
17~7 国 1 tHrl (88.8ラω
18(.l.9.81971fll 
当盟主A主.lL..CLJ(75.1%)
国岨7.8出 H円 1 
/101.2.917万円 (61.3%)

12岨5.011)j円
12唾 935万円 (96.7%)

8 (.14 .846万円
8 1&4 ，761)]門 (99.9%)

6f.9.103JifJJ 
6櫨7.438万円(97.6%)

4岨6，276万円
4惜5.030万円 (97.3%)

1 fA4 .760HILJ 
11114 .臼8万円 (99.2持}

5.835Ji円
4.984万阿倍5.4%)

歳入
総予軍額 147健7.964万円

(100.0%) 
総収入済額 111健1.793万円

Cコ (75.2%)
予車額

仁三二3収入済額

20憧15億5憧

市税

I也Jj'7_付税

国ljj{支出金

rli 1自

Jr.収入

県支出金

分他企
及び負純金

総組金

l吋時収 入

使用料及び
手段料

I也JllO与税
その 他

歳出
総予車積 43憧3.861万円

(1∞.0%) 
総支出演翻 33憧5.483万円目 (77.3%)支出演額

予尊額

2.926万円 (84.3%)
3.470万円

bn鎗
本

附
占

n
a
p

通
点

先

比
ハ

川
川
H
H
H

6
 
9
1
1
 

戸。
nrnr

l
-
1
3
 

3
y
y
 

ωMm
河

(

5

4

 

3

3

 

歳入
龍予尊額 43憶3.861万円

(1∞0%) 
邑収入漬額 35埠 148万円日 (80.7%)収入港績

予車額

b=古一

歳出
総予軍額 147憧7.964万円

(100.0%) 
総宣出漬額 125億1.056万円

(84.6%) 
亡二コ予車額

C二二コ宣出演額

20憧15纏

民生貨

土木質

3.543万円 (89.5%)
3.959万円

(100%1 
2 {車9.714JiPJ
2{@9.714万円

5偉5健10憧

(54年3月31日現在)

72億3，257万円

33f;@3，832万円

債務負担行為(54年3月31日現在)一時借入金

債務負担議決額

額担.負実
13f怠5，000万円在現入f背

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

k
出
市
の
す
ば
ら
し
い
内
然
を
、
子
や
M
m
に
引
き
つ
く

た
め
に
、
い
ま
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

「
生
活
環
境
の
桜
備

と
保
護
」
で
す
。

る
と
き
は
、
簡
易
浄
化
そ
う
の
ぷ
抗
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

万

作

米
家
屋
に
は
一
万
五
千
円
(
共
同
の
場

て
は
家
騒
矧
排
水
の
浄
化
に
あ
ま
リ
則

呆
し
か
あ
り
ま
せ
ん
定
則
的
な
必
掛
か

必
要
で
す
間
引
な
叶
巾
ん
訟
は
洗
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〈環境保護月間特集〉

特

rp

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
上
田
市
の
す
は
ら
し
い
自
然
を
、
子
や
孫
に
引
き
つ
く
世

凶
た
め
に
、
い
ま
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
「
生
活
環
境
の
盤
備
削

?
と
保
護
」
て
す

O

M

六
月
環
境
保
必
月
間
を
契
機
に
、
住
み
よ
い
上
田
市
を
つ
く
る
た
め
に
市
民
A

耐
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
c

一
F

簡
易
浄
化
そ
う
を
取
り
付
け

み
ん
な
で
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う

昔
は
仏
…
が
住
ん
で
い
た
川
が
、
い
ま

は
く
さ
い
に
お
い
が
し
て
い
た
り
ゴ
ミ
だ

ら
け
だ
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
市

内
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
向
い
は
村
地
帯

の
き
れ
い
だ

っ
た
農
業
用
水
も
、
生
活

悼
式
の
変
化
や
住
宅
な
ど
が
ふ
え
た
り

し
て
汚
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

こ
う
し
た
汚
れ
の
大
半
は
、
勝
手

や
ふ
ろ
場
な
ど
か
ら
出
る
家
庭
雑
排
水

が
原
凶
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
家
庭
雑
排
水
を
処
理
す
る
た
め

市
の
中
心
部
で
は
、
公
共
下
水
道
の
悠

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
下

水
道
対
象
地
区
以
外
で
は
「
家
庭
雑
排

水
簡
易
浄
化
そ
う
」
を
設
置
し
、
河
川

浄
化
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。
公
共
下

水
道
対
象
地
区
以
外
の
既
設
家
屋
で
、

ま
だ
同
浄
化
そ
う
を
取
り
つ
け
て
い
な

い
家
庭
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
同
浄
化

そ
う
を
取
り
付
け
、
み
ん
な
で
き
れ
い

な
川
っ
く
り
に
努
力
し
ま
し
ょ
う

言問 筒
智頭 共在易
量半 同圭浄
Ef 歪化
外ら Fエ~
【 弓話;: ~ 

室内 万万三
a2補七五試
新り 千千置
手十助円円に

11 
41 

5 f.t! 

る
と
き
は
、
簡
易
浄
化
そ
う
の
設
置
が

義
務
づ
け
る
り
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
庄

米
家
屋
に
は
一
万
瓦
千
円
(
共
同
の
場

合
は
一
万
七
千
円
)
を
市
が
補
助
し
て

簡
易
浄
化
そ
う
の
設
置
を
奨
励
し
、
現

夜
、
八
千
余
基
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
塩
田
地
区
で
は
、
大
半
の
自
治
会

が
設
置
し
ま
し
た
。

で
は
家
庭
雑
排
水
の
浄
化
に
あ
ま
り
効

果
が
あ
リ
ま
せ
ん
定
期
的
な
d
u
m
か

必
要
で
す
。
簡
単
な
出
品
げ
十
刀
法
は
洗

い
場
で
は
①
紙
の
水
切
り
袋

(市
版
}

で
コ
ミ
を
取
る
。
②
器
に
つ
い
て
い
る

油
傾
は
、
新
聞
紙
で
ふ
き
と
る
。
浄
化

そ
う
で
は
、
入
口
に
細
か
い
目
の
袋

(
玉
ね
さ
の
袋
な
ど
)
を
つ
け
、
袋
を

時
々
と
り
か
、
え
る
こ
と
に
心
か
け
ま

し
ょ
う
。

(
左
図
参
照

)

簡
易
浄
化
そ
う
は

定
期
的
に
清
浄
し
よ
う

簡
易
浄
化
そ
う
は
、
設
抗
し
た
ま
ま

一一沙

‘普及型簡易浄化そう

簡易浄化そうをじようずに使う方法
O~ - ， 

L，. 

場洗

玉i..きの袋なと
細かい目の袋



だく特集〉一一 1I(~.fIl S4if-o 'J 1611一一一(2)ー

公害発生防止や

環境パトロールに活躍

えつ
793号一

警

/ 

， "' -
市民の皆さんと河川清掃をする監視員・補助員の皆さん

rF7・皇自民

~ 

4・

ー
， 

河
) 11 

の
み清
ん掃
なは
の
子
で、

市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の

川
や
農
業

用
水
が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
を
は
じ
め

市
連
合
衛
生
推
進
協
議
会
、
公
害
防
止

監
視
員
、
河
川
愛
説
会
の
皆
さ
ん
が
中

心
に
な
っ
て
河
川
の
消
婦
を
定
期
的
に

行
い
「
コ
イ
」
や
「
フ
ナ
」
が
住
め
る

き
れ
い
な
川
に
し
よ
う
と
努
力
し
て
い

ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

川
の
よ
ご
れ

に
つ
い
て
も
っ
と
深
い
関
心
を
も
ち
、

お
互
い
に
河
川
を
き
れ
い
に
す
る
よ
う

h
u
H
r
ゆ
川
金
主

l
レ
ト

A
?
7
0

現在)

コ
ミ
の
不
法
投
棄
は
や
め
よ
う

道
路
や
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
が
ま

だ
ま
だ
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

こ
う
し

た
不
法
投
棄
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る

ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち
の
す
ば
ら
し

い
環
境
も
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
上
田
市
を
訪
れ
た
人
に
も
不
快
な

気
持
ち
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

山
林
、
河
川
、
あ
き
地
、
そ
の
他
の
場

所
に
物
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
不
法
投
棄
を
し
た
人
は
、
三

か
月
以
上
の
懲
役
ま
た
は
二
十
万
円
以

下
の
罰
金
と
い
う
重
い
罰
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
リ
が

注
意
し
、
ゴ
ミ
の
投
げ
す
て
は
や
め
ま

'しょ
、っ
。

し尿浄化そうの(

清掃を;点検と、

しよう

し
尿
浄
化
そ
う
か
ら
悪
臭
や
黄
色
い

環境保護月間の主な行事

1T 名事日期

「
な
ま
」
水
が
流
れ
出
し
、
近
所
に
迷

惑
を
か
け
る
例
が
よ
く
あ
り
ま
す
こ

れ
は
設
置
者
が
、
点
検
や
泊
M
m
な
ど
を

怠
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
水
質
検
K

旬、

点
検
、
清
掃
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ

、「ノ。
管
理
は
、
上
田
市
し
尿
浄
化
そ
う
維

持
管
理
組
合
(
事
務
局
は
市
公
害
課
)

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
こ
加
入
く
だ
さ

市
民
み
ん
な
の
手
で
環
境
を
保
護
し

ゴ
ミ
の
な
い
、
き
れ
い
な
住
み
よ
い
上

田
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

r-ー一一一一一一「

の投写
山棄真
さ左
れ上
fこは
ゴ不
ミ法

」ー一一一一一一ー」

院業用水水質検査

6月13日-30日

口
同
町
悼

主
￥
T広一

公
害
防
止
監
視
員

・
同
補
助
員
の
皆

一

さ
ん
は
、

市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
方
々

川
川
で
監
視
只
は
三
十
七
名
、

補
助
貝
は
三

川町一

十

一
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

。ι巾
刷
、

川
…
附
公
市
一
日
防
止
監
視
貝

・
同
補
助
員
の
皆

附
れ
さ
ん
は
、

明
る
く
住
み
よ
い
生
活
環
境

ベ

を
守
る
た
め
に
公
害
に
つ
い
て
の
条
例

一

や
規
則
な
ど
の

研
修
会
、
担
当
地
域
内

一

の
常
時
パ

ト
ロ
ー

ル
に
よ
る
公
害
発
生

一

の
末
然
防
止
や
発
生
源
の
調
査
観
察
、

月
公
害
課
へ
の
通
報
や
連
絡
な
ど
、

地
域

内
ぺ
U乃

の
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

第
市
民
の
皆
さ
ん
も
協
力
し
て
、
よ
り

r

:
、
f
d
f
っ
i
リ

i
L
I
-
-

水質検査し尿浄化そう管理指導

6月18日-21日

高合ノぺトロール22日6 fl 

環境保全ノ、ト ロール申
s

9月 自動 ff~排気ガス調査

6月



の
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

第

市
民
の
皆
さ
ん
も
協
力
し
て

よ

り

r

;
ρ

須
境
そ
っ
く
り
ま
し
ょ
う。
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教育費土木費

心 お に
が互つ
けし、 し、

まにて
し河も
よ 川 つ

うを と
。き深
fL ¥，、
い 関
lこ dし、

すを
るも
よち
つ

神科・豊殿・東塩田・中塩田

小学校の増改築、西部公民館

(写真)の建設、同和集会所

(下之郷)の建設などに力が

注がれました。

自然運動公園整備 (50メート

ルプール・写真)、道路の新設

改良、市営住宅下之郷団地の

建設などに力が注がれました。

年金のことは

年金相談員にご相談ください
〈どんなことでも結構です〉

最近、年金に対する関心が高まり、ご質問

Jやご宇目言炎がt曽えてきました。

市は、この実情に応ずるため、

に「年金相談専門職員」を配置、

要望におこたえしています。

国民年金は、厚生年金・軍人恩給と関連す

るなどいろいろ権雑な手続きや計算を必要と

するものが多いので、将来のためにし っかり

確めておくことが大切でしょう。

年金に関することならどんなことでも結構

ですので、遠慮なく気軽にご相談ください。

また、自治会、老人クラブ、婦人会、グループ

などで年金に関する会合がある時は、いつで

もご希望に応じて、同相談員が出向きます。

申込先・お問合せ=国保年金謀年金係

(宮⑫ 4100内線284有線②0711)

国保年金謀

皆さんのご

干責 立 金 9億 33万円

有 {而 岩日子iE 券 841万円

土 士也 134万4，804m'

建 物 20万5，435m'

山 林 1，691万6，122m' 

f主 22万 610m'

建物 5万1，642m'

(54年3月31日現在)市有財産一覧表犬の放し飼し、はやめよう
< 6月犬害防止月間〉

犬による危害事政、農作物などへの被害 が

増えています。犬を飼っている人は、次のこ

とをし っかり守って他人に迷惑をかけないよ

うlこしまし ょ う。

1.犬はいつ もつ ないでおきまし ょ う。

2.春秋の狂犬病予防注射は必ず受 けまし ょう。

3. 犬にかまれたり、農作物などに被害 を受

けたら保健所へ届けまし ょ う。

連絡先=上田市保健所食品衛生課(ft⑫1260)

(54年3月31E-i現在)

区 分 一般会計 特別会計 i口k 計

昭和53年9月末現在 47億8，520万円 23倦7，380万円 711:意5，900万円

昭和53年10月l日か勺.の借入額 3億9，810万円 4億 980万円 8億 790万円
昭和54年3月末日まで

昭和53年年10月l日からの1貫還し額 l 億7，590万円 1.948万円 11:意9，538万円
昭和54ff.3月末日まで

差 引現 在高 50億 740万円 27億6，412万円 77億7，152万円

地方債現在高

犬猫の避妊去勢手術実施
< 7月3・4日上田保健所で〉
1-.田保健所は、上小猷医師会、上小飼犬管

理対策協議会の協力を得で、ふ だんより安い

料金で、犬、描の避妊、去勢手術を行います。

希望 す る人は、 6月23日(uまでに次により申

込んで ください。

とき=7月 3日(火)・4日(水)

ところ=上 田保健所

料金=1頭 につ き避妊手術 1万円、去勢手

術 5千円。

申込先・お問合せ=上田保健所 (ft⑫1260)

公害 訴

環境指導係(宮⑫4100内

線294有線② 0671)

その他=手術時間な どく わし くは申込者に直

接述絡 します。

9 (~5.∞Olî川

2低ドl

2 U!f'1 

一時借入金
(例年3月31日現在)

131.II.5，OOO万円
i 般会 J計f 

内‘ぷ沢11，い川Fロ叶;1，剥利制制l会J 

l ド水i道且会J計ト

(例年3月31日現在)

JX ~t 回轟 決古F 実 fH吐~Ii

一般会戸十IJI.在尚 72ffi3.257万円 33(~3 .832万円

特別会計現在tiJi 。 。
企業会，itlJl.在rf:】 。 。
“十 72低3.257万円 33i哲3.832万円

考〕

債務負担行為

〔参

(54年3月31日現在)

1><: 分 ~ 官民

.u会計現在『1.JB 50億 740Jjド]

特別会計IJI.花，fJ1 27(~6.4 1 2 万円

ト一一一一
，'.H克 4.6i3HPI

企童会JtJ見在必 2o{車3.81!7万円 水i草25!!9.214万円

Ill.tj!1.039IifY 

地方債現在高

0 :車決~11;轟全て‘ F事認された限度額
0'，丈fHf!額は A際にfl制する額
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お知もせ

怖 に::~... 二 特警手ご廼そf!'_-"- _ ゐ叫

Z'I"__ _~一一 一F晶--i市民の森にあるシ力園で、子ジ力が
: 6頭生まれ、親といっしょに元気に
:とび回っています。(写真)

:みんなでかわいがリましょう。

夏
き
た
るJ
海
で
楽
し
も
う
μ

7
月
・

8
月
上
田
市
海
の
家
開
設

えつ

市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の
「
上
田
市

海
の
家
」
を
、
仁
丹

一
日
か
ら
八
月
a

二

十

一
日
ま
で
、
谷
浜
海
岸
と
能
生
海
岸

に
次
に
よ
り
開
設
し
ま
す
。
チ
供
さ
ん

の
夏
休
み
な
ど
に
合
わ
せ
て
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
海
ぷ
浴
だ
け

r 第 793号 cれ!?;制収，l)一一一広報

間

午後 1H寺~
翌日午後 l時

@ 午後 1時~
翌日午後4時

.JR 

H寺

料金および利用時間表

用キIJ

⑮ 

金

⑮ 3200円

@ 

中ヰ

大人Y白i首

3~­

iでイナ
;医受
療給
機資
関格
へ者
医証
療」

費を
をお
払持
っち
た の
人 人

3000円

2800円

H 

で
な
く
「
つ
り
」
な
ど
に
も
ご
利
用
で

き
ま
す
。

〈申
込
方
法
〉

日
帰
り
の
場
合
は
、
当
日
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

宿
泊
の
場
合
は
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
遅
く
て
も

一
週
間
ぐ
ら
い
前
ま
で

に
、
直
接
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

七
月
は
、
利
用
者
が
集
中
し
混
雑
し
ま

す
の
で
、
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈海
の
家
の
場
所
〉

旅
館
「
飯
田
屋
」
H
H
新
潟
県
上
越
市

大
字
長
浜

一
三
八
。
北
陸
線
谷
浜
駅
下

車
、
徒
歩
約
瓦
分
、
海
水
浴
場
わ
き
の

歩
道
橋
の
そ
ば
。

宮
O
二
五
五
⑮
二

一

O
一。民
宿

「
か
な
は
ち
」

H
H
新
潟
県
西
頚

城
郡
能
生
町
十
七
区
。
北
陸
線
能
生
駅

下
車
、
パ
ス
で
約
五
分
、
能
生
浜
停
車

場
下
車
、
海
水
浴
場
ま
で
約
二
分。

宮

O
二
五
丘
六
⑤
二
二
二

六。

〈料
金
・
お
問
合
せ
〉

料
金
は
上
左
表
の
と
お
り
で
す
。

生
活
交
通
謀
生
活
係
(
宮
⑫
四

一
0
0

内
線
二
七
六

・
-一
七
七
有
線
②

O
七
四

丘
)

身
障
者
の
皆
さ
ん
に

有
料
道
路
通
行
料

割
引
証
書
発
行

午前10時~
午後4時

0:かなはち)

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
に
、
次
に
よ

り
、
内
有
料
道
路
通
行
料
金
剖
引
証
H

を

発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、

ur
円
に
子
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈対

象

〉

下
肢
(
か
し
て
ま
た
は
体
幹
に
障

害
が
あ
る
人
が
運
転
す
る
乗
用
車
、
お

よ
び
、
貨
物
自
動
車
(
ラ
イ
ト
バ
ン
な

ど
)
で
、
身
体
障
害
の
人
、
ま
た
は
生

活
を
共
に
し
て
い
る
人
が
侍

っ
て

い
る

日
州
事
。
た
だ
し
、
託
業
川
の
'川
向
山
r

ゆ
凶
叫
刈
仏
軍

に
九
五

nソ
b
Z
持
巳
'
凡
。

800円

小学生以下 600円

(⑮:飯田屋

宇
一
一
一
有
線
②
O
じ
a
-
)
c

塩
山
支

所
住
民
課
(
宮
⑬
三

O
O
O有
線
(
塩

マ
y
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
ム

七
手
に
接
種
し
ま
す
。
昨
年
ツ
γ

ヘ
ル

小学生

大人

(食事なし)

( 2食付き)

品
巾

〈適
用
範
囲
〉

H
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る
有
料
道

路
は
す
べ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他

の
街
料
道
路
は
、
対
象
省
が
住
ん
で
い

る
県
、
お
よ
び
、
隣
接
す
る
県
が
原
則

と
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

〈割
引
率
〉

料
金
の
五

O
%以
内
で
割
引
か
れ
ま

す
。〈手

続
方
法
〉

市
役
所
福
祉
事
務
所
で
、
対
象
お
で

あ
る
旨
の
証
明
印
を
身
体
問
答
省
子
帳

の
所
定
の
箇
所
に
受
け
て
か
ら
、
割
引

証
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈受
付
期
間
〉

し
八
月
-
日
か
ら
行

っ
て

い
ま
す
。

〈お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
福
祉
沫

へ
含
⑫
川
。

O

O
内
線
.
じ
・
有
線

b
O
ト
」
九
勾

}

れ
な
い
場
合
は
、
，
s

週
間
以
内

μ
以
寄

り
の
会
場
で
B
C
G
を
受
け
て
く
だ
さ

一
重
度
心
身
障
害
者

一

一

の

み

な

さ

ん
に
一

一
医
療
費
特
別
給
付
金
一

一
受
給
資
格
者
証
を
発
行
一

重
度
心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん
で
、
医

療
伎
の
補
助
を
受
け
る
の
に
必
袋
な

H

重
度
心
身
附
害
者
医
療
伐
特
別
給
付

金
受
給
資
格
者
証
H

を
侍

っ
て
い
な
い

人
は
、
次
に
よ
り
平
日
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

〈対
象
者
〉

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、
現
在
、

福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は

重
度
障
害
者
福
祉
金
を
受
け
て
い
る
人

お
よ
び
、
身
体
障
害
者
子
帳
.
級
、
-

4

級
、
:
・
級
、
ま
た
は
療
育
予
帳
九
、
ん

口
山
を
侍

っ
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
じ
卜
成
以
上
(
ね
た
き
り
老

人
な
ど
は
六
卜
・K
歳
以
上
)
の
人
は
老
人

医
療
費
の
対
象
と
な
る
た
め
除
か
れ
ま
す
。

〈手
続
方
法
・
お
問
合
せ
〉

印
鑑
と
保
険
証
を
お
持
ち
に
な
っ
て

福
祉
事
務
所
福
祉
課
で
子
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
す
で
に
受
給
資
格

寄
託
を
お
持
ち
の
人
は
、
下
い
J

続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
宮
⑫
問

.
0
0

内
線
一
二
じ
:
・
布
線
②

O
じ
九
.
)

医
療
費
補
助
の手
続
き
は

国
民
年
金
課
、
塩
田
・
川
西

豊
殿
の
各
支
所
で

「
重
度
心
身
防
即
位
打
者
民
俗
守
的
特
別
給



一

付
金
受
給
資
係
者
証
」
を
お
持
ち
の
人

片
で
、
医
療
機
関
へ
医
療
費
を
払

っ
た
人

目
は
、
次
の
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

第

(手
続
場
所
・
お
問
合
せ
〉

一

国

保
年
金
課
(
宮
⑫
同

一
O
O内
線

一
自
国
国
E
E

・

ト

一

市

職

員

一

川

伽

一

薬

剤

師

・

衛

生

検

査

技

師

一

焔

資

格
リ
昭
和
二
十
九
年
四
月

一
日
以

川
明
降
に
生
れ
た
人
で
、
市
内
に
住
ん
で

一

い
て
、
薬
剤
師
、
衛
生
検
査
技
師
の

一

免

許

を

侍

っ
て

い
る
人
。
た
だ
し
、

、だ

現

在

、

市

内

の
病
院
、
医
院
な
ど
に

勤
め
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

人

員

l
若
干
名
。

えつ

一
一
一
一

有
線
②

O
七

一
二
。

塩
田
支

所
住
民
諜

(
宮
⑬
一
二

0
0
0有
線
(
塩

田
)
二

O
ご
一
三
)
。

川
西
支
所

(
宮
⑪

一一

O
O
二
有
線
(
川
西
)

二

0
0
0
)

豊
殿
支
所
(
宮
⑫
四

O
O
一
有
線
②

O

九
二
こ

必
要
書
類
H

①
履
歴
書
②
住
民
票
の
写

し
③
免
許
証
の
写
し
。

勤
務
場
所
H
上
田
市
産
院
(
常
磐
城
丘

-
hハ
|
一↓一
九
)

申
込
先
・
期
間
・
お
問
合
せ
H
H
市
役
所

J

一階
庶
務
諜
職
員
係

へ
、
六
月
二
十

日
嗣
か
ら
.
二
十
日

ωま
で
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

(
宮
⑫
四

一
O
O内

線
二
二
二

・
二
二
二
一
有
線
②

O
六
五

一

)

ロ
同
臥

+
事
+古
一
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
一

一

一

B
C
G予
防

接

種

一

一

結
核
予
防
法
に
よ
る
「
ツ
ベ
ル
タ
リ

日
ン
反
応
険
査
」
と
「
B
C
G
予
防
接
種
」

F
O
 
引
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
者

6

は
最
寄
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

伴

〈対
象
者
〉

和

①

五

十

三
年
四
月

一
日
か
ら
五
十
四
年

昭

三
月
二
干
一

日
ま
で
に
生
れ
た
人
。
ぉ

一

よ
び
、
四
歳
未
満
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

一

応

検

査
を
一
凶
も
受
け
て
い
な
い
人
o

m
②
四
歳
未
満
の
人
で
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反

一

応

検

査
で
陰
性
と
判
定
さ
れ
た
が
、

B

1寺 C
ツベルクリン・BCG予防接種目程表語 、凹 G

種 学 歳接
方校以種
法 で上を
〉実 の受
施人け
しはで
ま、し、

す小な
。学い

人
年
生
σ〉

向
動
車
。
た
だ
し
、
営
業
用
の
自
動
車

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

マ
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
険
査
ム

お
手
に
は
惜
種
し
ま
す
。
昨
年
ツ
一
ベ
ル

ク
リ
ン
を
受
け
た
人
は
、
左
手
で
す
。

マ
B
C
G
ム

今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定
結
果
が

陰
性
の
人
に
接
種
し
ま
す
。

〈ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

B
C
G
を
受
け
ら

れ
な
い
人
〉

①
い
ち
じ
る
し
い
栄
養
障
害
者
②
有
熱

ま
た
は
重
症
忠
者
③
ま
ん
延
性
の
皮
府

病
患
者
③
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
の

使
用
者
⑤
結
械
そ
の
他
の
疾
病
の
予
防

接
種
、
外
傷
な
ど
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
が

認
め
ら
れ
た
人
⑥
医
師
に
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た

人
。〈そ

の
他
〉

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は
、

二
週
間
。
ポ

リ
オ
、
麻
し
ん
予
防
接
種

を
受
け
た
人
は

一
か
月
を
経
過
し
て
か

ら
H
M
寄
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
を
受
け
で
陰
性
と
判

定
さ
れ
、

B
C
G
を
判
定
日
に
受
け
らf

也、
本
4
F

怠
ゆ
リ

-勺AM
 
分ハU

与
十
，後tr 

b
U
 

レ
ι
H
M句
A
主各

み
1
0

川

叫

す

時
で
※
 

会 場名 対象地区
Y 〆、ミ Jレ

判B C 定G クリン

岩下公民館
上上岩線沢下、、 下大場l卓

下青木公民館

悔下持因古'~台古木分が換j丘本t久縛み上保1 d街
6月26日 6月28日

(火) (木)

上野が丘公民館 神科

三好町会館 城下、 '1と ~

市寝健康間母七ノ子タ
中垣間

6月27L1 6 H29日
上J亙尻公民館 嵐!克 (本) (金)

」ヒ常国公会堂 *部

市単健康回母七ン子ター 猛京極回問、別、所凶

市川福祉西社セ会ンタ 川西
7円3L1 7月5FI 

(火) (木)

市健康七ンタ 「西事1 部~'tl~ の、中ー央剖l

川辺町会館 川辺、以JjJ

森公民館 ~殿 7 Jl 4 [:1 7月6H 

新国 l互民会館 北部、の-曲部1t~ (水) (金)

r17(健F康(1/.セHlノタ 全地区 / 7B月C1G2の日み(村

福
祉
事
務
所
福
祉
課
(
宮
⑫
問

a
O

O
内
線
二
七
A

d

一
有
線
②

O
七
九

一

れ
な
い
場
合
は
、
占
一
週
間
以
内
に
忌
寄

り
の
会
場
で

B
C
G
を
受
け
て
く
だ
さ

〈持
参
す
る
も
の
〉

母
チ
健
康
手
帳

〈お
問
合
せ
〉

保
健
予
防
諜
保
健
係
(
宮
⑫
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二

二

干
の
集
団
検
診
一

同
の
集
同
検
診
を
次
に
よ
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
三
十
五
歳
以
上
の
人
で
検

診
を
希
望
す
る
人
は
、

市
役
所

一
階
保

健
予
防
諜
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈検
診
料
〉

七
百
丘
ト
円
。
検
診
当

U
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

〈受
付
時
間
〉

各
会
場
と
も
午
前
七
時
間
卜
分
か
ら

受
付
ま
す
。

〈と
き
・
と
こ
ろ
〉

六
月
二
十
4

二
日

ω
1
久
保
林
公
民
館

二
十
五
日
間

1
下
郷
公
民
館

二
十
六
日

ω
H市
豊
殿
支
所

二
十
七
日
制
H

-一
卜
八
日
肘
H
H
国
分
公
民
館

a

一十
九
日
制
H
H
働
く
耐
人
の
家

.

a

一十
日

ω
l
踏
人
公
会
堂

〈お
問
合
せ
〉

保
健
予
防
諜
保
健
係
(
宮
⑫
四

一
O

O
内
線
二
八
八
有
線
②

O
七
-
二
)

豊
殿
の
各
支
所
で

「
重
度
心
身
障
害
脅
医
僚
的
特
別
給

一
ー
し

h
リ

ヨ

し

一

一手
'
Z
J
健
康
診
査
一

一
三
歳
旧
j
f

一

ヒ
月
の
乳
幼
児
、
:
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後

一
時
二
一ト
分
か
ら
二
時
7

・卜

分
。
た
だ
し
、
四
・
九
か
月
児
は
-
一時
。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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だ 昭和54年6H 16日一一一一(8)-えつ

自動車歩行者が、迷惑しています

えだを切りましょう

道路に出ている木の

一 第 793号 (間協23)一一広報
|強い

るて敢
」、近

と卓「
のの道
普通路
情行に
がや木
あ歩の
リ行一え
ま iこ Tご
すじが
。キ σ3
まび
でて

道
路
法
で
は
道
路
面
か
ら
高
さ
四
・

五
メ
ー
ト

ル
以
上
、
歩
道
上
か
ら
は
高

さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
空
間
を
も

う
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
や
歩
道
に
接
し
て
い
る
木
の
所

有
者
は
、
自
動
車
の
通
行
や
歩
行
の
じ
ゃ

ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に
え
だ
切
り
を
し
、

交
通
災
害
を
末
然
に
防
ぐ
よ
う
こ
協
力

く
だ
さ
い
。

文
化
庁
移
動
芸
術
祭
公
演

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
グ
か
ら
騒
ぎ
4

市
で
は
市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
す
ぐ
れ
た
芸

術
を
観
賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
文
化

庁
移
動
芸
術
祭
新
劇
公
演
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
っ
て
大
勢
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

1日

七
月
九
日
間

・り

午
後
六
時
三
十
分
か

〈
と
ニ
ろ
v

上
田
市
民
会
館

〈
演
目
〉

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
「
か
ら
騒
ぎ
」

〈
出
演
者
〉

みんなが参加しよう

56年度から実施する長期基本構

想のい後期基本計画、をつくるた

め、現在、市民の皆さんと市長が

話し合う「市長と語る会」を次に

より行っています。皆さんお誘い

合っておでかけくださし、。

1> 6月21日(木) 三妻子町会館

1> 6月22日(金) 上野が丘公民館
時聞はいずれも午後7時30分からです

訂

正

お

わ

び

六
月
一
日
発
行
の
広
報
う
え
だ
第
七

九
二
号
九
ペ
ー
ジ
、

日
本
脳
炎
予
防
接

種
の
対
象
者
で
、
初
回

1
五
十
年
四
月

一
日
か
ら
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
は

五
十
年
四
月
一
日
か
ら
五
十
一
年
三
月

三
十
一

日
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

昇
、
文
野
明
子

神

山

繁

、

仲

谷

松
本
留
美
ほ
か
、

〈
入
場
料
〉

A
席
千
六
百
円

B
席
千
三
訂
円

C
席
千
円

D
席
七
百
円

〈
前
売
券
〉

上
田
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
お

よ
び
市
内
の
楽
器
屈
に
あ
リ
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

上
田
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

(
宮

@
四
一

O
O
内
線
五
五
二

六
月
十
五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日

ま
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
大
麻
(
あ

き
)
」
「
け
し
」
の
撲
滅
運
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

大
麻
、
け
し
の
不
正
栽
培
は
依
然

と
し
て
跡
を
絶
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大

麻
が
所
有
地
に
生
え
て
い
る
と
、
所

有
者
は
大
麻
取
締
法
で
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

大
麻
は
、
繁
殖
力
が
強
く
ど
ん
な

土
地
に
も
生
、
之
、
野
生
化
し
ま
す
。

撲滅しよう

[守31ET]
、城跡へ
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